
20 － 20
21 － 20
26 － 18
12 － 17
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 12 0 5 2 2 ◎ 4 10 0 4 2 5

○ 5 17 0 7 3 2 ○ 5 8 1 2 1 3

○ 6 15 3 3 0 1 6 0 0 0 0 1

○ 7 13 0 5 3 3 7 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 2 8 0 0 0 0 0

9 6 2 0 0 1 9 0 0 0 0 0

○ 10 14 4 0 2 0 10 5 1 1 0 1

11 0 0 0 0 1 11 0 0 0 0 0

12 2 0 1 0 0 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 3 0 1 1 1

14 0 0 0 0 0 ○ 14 2 0 1 0 2

15 0 0 0 0 0 ○ 15 16 3 3 1 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 ○ 17 15 5 0 0 5

18 0 0 0 0 0 18 16 0 8 0 1

79 9 21 10 75 10 20 5

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

戦　　評

記載者 枝折康隆 （所属） 山口県高体連バスケットボール部

合計　 合計
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宇部工 岩国工

岩国工期
日

2006年（平成18年)4月22日(土) ○ ●

倉　重　　　亮

橋　本　和　紀

大
会
名

第50回 中国高等学校バスケットボール
選手権大会山口県予選会

M－２ 11:00 男子 決勝リーグ

宇部工 79 75

　１Ｑ、両者マンツーマンでスタート。出足、宇部工が７－０とリードする。岩国工はシュートがか
たく#14が残分６に初シュートを決める。その後宇部工は、速攻で得点を重ね、対する岩国工はモー
ションオフェンスからリズムをつくり、１Ｑ２０－２０と互角の展開。２Ｑ,宇部工#7のカットインか
ら#5へのアシストが面白いように決まる。岩国工は#5を中心に得点を重ねる。取られたら取り返す、
両者一進一退の攻防が続き、２Ｑ、４１－４０と、宇部工１点リードで前半終了。
　３Ｑ、宇部工#10の３Ｐからリズムに乗り、２分間で一気に９点差。たまらず岩国工タイムアウト。
その後も宇部工攻め続ける。岩国工焦りからかシュートが入らない。一時１５点差までいったが、岩
国工#15の連続３Ｐで一桁に得点を詰める。３Ｑ、６７－５８と宇部工リードで終了。４Ｑ、岩国工速
攻や＃１７の連続３Ｐで、残分６で３点差にする。宇部工タイムアウト。その後、互角の攻防が続
き、残分２宇部工#6の３Ｐで５点差。すかさず岩国工#10が３Ｐを入れ返し７５－７３とする。更に
フォーメーションで岩国工#18が決め、同点にする。対する宇部工#10の３Ｐで残分５０秒で３点宇部
工リード。岩国工３Ｐを狙うが入らず、逆に宇部工がフリースローを入れ、７９－７５で試合終了。
宇部工業が大切な初戦をものにした。宇部工１勝。岩国工１敗。
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